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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会
・
報
告
会

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
お
よ

び
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

❖�第４回全日本UJフレッシュボクシング
大会　東海ブロック予選会　出場
　岐阜薮田ボクシングジム所属
　岩
いわ

﨑
さき

�斗
とう

哉
や

�さん　（清水小６年）

❖第６回ジュニア・チャンピオンズリーグ
　全国大会�U12�40kg級　優勝
　市野ボクシングジム所属
　岩
いわ

﨑
さき

�斗
とう

哉
や

�さん　（清水小６年）

町
内
小
学
校
に
て
新
体
操
教
室

を
開
催
し
ま
し
た

１
月
30
日（
木
）清
水
小
学
校
、
２
月
７

日（
金
）大
和
小
学
校
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド

ン
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
東
京
と
３
大
会

連
続
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新
体
操
団
体
総
合

に
出
場
さ
れ
た
岐
阜
市
出
身
の
松ま
つ

原ば
ら

梨り

恵え

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
新
体
操
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

教
室
に
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

の
児
童
、
計
１
６
８
名
が
参
加
し
、
技
を
実

演
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
技
を
完
成
に
至
る

ま
で
の
効
果
的
な
身
体
の
動
か
し
方
な
ど
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
、
動
き
方
な
ど
の
説
明
が

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

揖
斐
高
校
「
学
習
成
果
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

１
月
17
日（
金
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
で
、
揖
斐
高
等
学
校
の
学
習
成
果

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
を
「
個
星
～
１
つ
の
星

と
し
て
～
」
と
し
、
卒
業
を
控
え
た
３
年
生

の
生
徒
が
、
学
科
や
コ
ー
ス
ご
と
に
取
組
や

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
企
業
と
連
携
、
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
る
「
デ
ュ
ア
ル
実
習
」

（
企
業
実
習
）
の
紹
介
、
着
物
の
着
付
け

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

　
《
北
方
公
民
館
ま
つ
り
》

　
日
時　

３
月
２
日（
日
）10
時
～

　
場
所　

北
方
小
体
育
館

　
問
北
方
公
民
館　

℡ 

２
３

－

１
３
８
５

☆
揖
斐
公
民
館

　
《
揖
斐
公
民
館
ま
つ
り
》

　
日
時　

３
月
９
日（
日
） 

９
時
30
分
～

　
場
所　

揖
斐
公
民
館

　
問
揖
斐
公
民
館　

℡ 

２
３

－

１
２
８
８

☆
清
水
公
民
館

　
《
ふ
る
さ
と
祭
り
》

　
日
時　

３
月
２
日（
日
）９
時
30
分
～

　
場
所　

清
水
公
民
館

　
問
清
水
公
民
館　

℡ 

２
３

－

１
３
８
０

☆
春
日
公
民
館

　
《
か
す
が
公
民
館
ま
つ
り
》

　
日
時　

３
月
２
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

　
場
所　

春
日
公
民
館

　
問
春
日
公
民
館　

℡ 

５
７

－

２
２
３
９

揖斐川町青少年育成町民会議　家庭部会揖斐川町青少年育成町民会議　家庭部会

毎月第３日曜日は家庭の日
家庭で楽しい時間を過ごしましょう

❖�令和6年度スポーツ庁長官賞争奪日本生命杯
第4回全日本少年少女空手道選抜大会
　拳和会拳真館�所属
　小

こ

森
もり

�愛
あい

七
な

さん　（揖斐小５年）
　柿

かき

木
ぎ

�美
み

穂
ほ

さん　（北方小４年）
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令和６年度　あったかい言葉・標語　50撰
揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、住民の方にあったかい言葉と標語作品の募集

をしました。
応募総数 1,675 作品の中から 50 作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介していきます。
最後は、保護者のみなさんが作成した作品を紹介します。

北方小学校
保護者 宮

みや
川
がわ
 百
ゆ
合
り
恵
え
 さん

「一緒にねんねしてあげるね」
夫が亡くなってからのことです。家で一人で寝る私を見て「ばあば、じいじいな
くなったけど、一人でねんねできる？さみしくなったら一緒にねんねしてあげる
ね」と、4 歳の孫に言われ、優しい思いやりのある言葉に涙しました。ありがとう !!

北方小学校
保護者 河

かわ
瀬
せ
 江
え
里
り
 さん

「いつでも呼んでね」
仕事で足をけがし、思うように体を動かせない日々。ごはんの準備・片付け、洗
たく物たたみに部屋の掃除と、進んで家のことをやってくれる娘。また、「ママ、
大丈夫？」「何かあったらいつでも呼んでね。」と優しい言葉もかけてくれます。
足が治ったらいっぱい遊ぼうね。ありがとう。彩花里。

養基小学校
保護者 北

きた
浦
うら
 麗
れ
美
み
 さん

「行ってらっしゃい！　いつも応援しています！」
毎朝、子どもたちの通学路に立ってくれる見守り隊の方の言葉。大きな声で「行っ
てらっしゃーい！いつも応援してるよー！がんばってくださーい !!」と、子ども
たちが学校へ向かう背中に声をかけてくれる。親である私も、元気をもらっている。
いつもありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

揖斐小学校
保護者

ペンネーム
こころ さん

「時間になったら起こしてあげるよ」
仕事から帰ってきて、次の用までに少し仮眠したい時に「時間がきたら起こして
あげるからねていいよ」と言って休ませてくれることがあります。こういう時に、
娘は頼りになるなぁとうれしく思います。

揖斐小学校
保護者 矢

や
野
の
 美
み
紀
き
子
こ
 さん

「ごちそうさま、いつもありがとう」
夏休みに作る学童のお弁当。好き嫌いの多い娘のおかずは毎日変わり映えのしな
いものばかりで、少し罪悪感もある。そんなある日、持ち帰ったお弁当と一緒に
メモ書きが．．．。「ごちそうさま、いつもありがとう。」完食されたお弁当箱とその
書き置き何より嬉しく、涙が出そうになりました。

北和中学校
保護者 高

たか
橋
はし
 美
み
紀
き
 さん

「お父さん、お母さん　いつもありがとう」
息子はテニスをやっています。週に一度岐阜まで送迎している私。ある時「お父
さん、お母さん いつもありがとう」となにげない一言がとてもうれしく、心に響
いた私たち。これからもずっと応援してるよ。がんばれ。

大和小学校
保護者 前

まえ
川
かわ
 けいこ さん

「おじいちゃん、だいじょうぶ？」
ころんでおでこにたんこぶを作って帰ってきた祖父に 4 歳の息子がかけた言葉。
周りの大人が誰一人 気が付かなかったのに、お風呂から出てすぐに気が付いた息
子。パジャマを着るよりも先に袋に氷を入れて祖父に渡し、絆創膏を持ってきて
きれた。人に優しくできる息子！　見習いたいです。

大和小学校
保護者 𣘺

はし
本
もと
  周
しゅう
三
ぞう
 さん

「今まで応援してくれてありがとう」
中学校の部活の最後の試合の後、息子から「今まで応援してくれてありがとう。」
と声をかけられました。息子の今までの努力してきた姿や試合での一生懸命なプ
レーを思い出し、「こちらこそありがとう。今まで良く頑張ったね。」と自然に言
葉を返しました。これからも成長を見守らせてもらうよ。またキャッチボールし
ような。

大和小学校
保護者

ペンネーム
麦
むぎ
茶
ちゃ
 さん

小学校二年生になる娘。毎日寝る前に、「何か困ったことがあったらお話してね。」
と声を掛けている。ある日、「そういえば言ってなかったことがある。」と言う言
葉に少しドキっとしていたら、「今まで育ててくれて、ありがとう。これはいつも
思っていることだよ。」いつの間にこんなに成長したのだろうと涙が止まらなかっ
た。優しい子に育ってくれて、ありがとう。

小島小学校
保護者 坂

さか
口
ぐち
 美
み
穂
ほ
 さん

「なにかあったらおじいがおるでな！」
「今日は大雨警報か．．．。」「えっ、今日は熱が高いなぁ。」そんな時、「何かあった
らおじいおるでな」という義父の言葉に甘え、支えられ、何とか日常を送れてい
ます。改めて感謝の気持ちでいっぱいです。

清水小学校
保護者 遠

えん
藤
どう
 知
とも
美
み
 さん

「大きくなったね」
いつも配達に来てくれる郵便屋さん。この間は、久しぶりに配達に来てくれて、
子供が受け取りをしにいってくれた時に「〇〇くん、久しぶりだね。大きくなっ
たね！」と声をかけてくれたのが聞こえてきて、覚えていてくれたこと、自分に
ではないけど、声をかけてくれたのが、うれしかったです。


